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世帯数／24,443世帯（+13) 
12月31日現在（前月比） 

〈今月の市民〉 

人 口／63 ,5 72 人（-6) 

男 ／29 ,844 人（-1) 

女 ／33 ,728 人（-5) 
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平
成
十
九年
 成
人

式
 

大
人
へ
の
仲
間

入
り
祝
う
 

五
所
川
原
市
成
人
式
が
一
月
七
日
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア
で行
わ
れ
、
新

成
人
五
百
三
十人
が
大
人
の
仲
間
入
りを
祝
い
ま
し
た
。
 

式
で
は
村
田
直弥
さ
ん
、
一
戸
惰
さ
ん
、
桜
庭
優
樹
さ
ん
、
増
田
有

希
さ
ん
が
「は
た
ち
の
主
張
」
を
発
表
し
て
拍
手
を
受
け
た
ほ
か
、
新

成
人
を
代
表
し
て
中
島
千
恵
美
さ
ん
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
した
。
 

ぐ
（(
 

（
昭和
m山
年4
月
2
日
ー
6
2年4
月
ー
日）
 

上
野
動
物
園
の
パ
ン
ダ
・
ト
ン
ト
ン
が
誕
生
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
。
白

動
車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
義
務
化
。
映
画
「
ト
ッ
プ
ガ
ン
」
が
ヒ
ッ
ト
。
中
森
明

菜
「
D
E
s
I
RE
」
が
レ
コ
ー
ド
大
賞
。
「写
ル
ン
で
す
」
「ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
」
 

「ア
サ
ヒ
ス

ー
パ
ー
ド
ラ
イ
」
発
売
。
流
行
語
「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」
「お
ニ
ャ
ン
子
」
。
 .

 



古
＜
は
藩
政
時
代
か
ら
伝
わ
る
市
内
の
裸
 
襲
 

参
り
。
年
末
か
ら
元
旦
に
か
け
て市
内
の
三

地
区

（
梅田
、
飯
詰
、
前
田
野
目
）
で
行
わ

れ
、
お
も
ち
、
俵
、
し
め
縄
、
神
酒
な
ど
を

神
社
に
奉
納
。
新
し
い
年
の
無
病
息
災
・
五

穀
豊
穣
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。
 

加梅
田
鱗
雄
）?
 

舞
う
な
か
熊
野
宮
ま
で
約
一
・
五
キロ

を
練
り
歩
く
。
 

1陥 

1%i 

飯
 士口
 
三
百
年
以
上
続
く
裸
参
り
。
若
者
た
ち
は
 

」
」
ロ
 水
ご
り
を
し
て
身
を
清
め
る
と
地
区
内
を
 

平
●
三
羊
A
月
＋
六
 

‘
【
．
日
マ
ア・
！
 

』
月
日

田
土
E
 

約
四
百
謂
歩
き
、
稲
荷
神

社
に
参
拝
。
 

元
旦
恒
例
の
行
事
。
は
や
し
の

声
も
勇
ま
し
く
、
松
倉
神
社
遥

拝
所
ま
で
の
約
ー
キロ
を
歩く
。
 

門松を市像癖馴関」前に設置 

平成19年 1 月15日 。J
 

福
を
呼
ぶ
 

笑
竹
問
松
 

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
 

五
所
川
原
農
林
高
等学
校
（
三
浦
憲
二
校

長
）
は
、
今
年
も
林
業
科
の
2
5
3
年
生
が

大
小
の
門
松
を
製
作
。
十
二
月
下
旬
に
市
役

所
や
商
工
会
議
所
、
立
侵
武
多
の
館
、
J
R
 

五
所
川
原
駅
を
は
じ
め
市
内
の
福
祉
施
設
な

ど
へ
寄
贈
し
て
喜
ば
れ
、
来
場
者
は
大
竹
の

切
り
口
が
笑
顔
に
見
え
福
を
呼
ぶ
と
い
う
笑

竹
門
松
に
目
を
と
め
、
新
年
を
感
じ
て
い
る

様
子
で
し
た
。
 

同
校
の
門
松
製
作
は
、
青
森
県
教
育
委
員

会
の
事
業
「
夢
実
現
 
人
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
 

の
推
進
校
と
し
て
行
わ
れ
、
材
料
に
同
校
実

習
林
の
杉
の
葉
が使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

五所川原市役所 費35- 2111 
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旺
盛
な
士
気
。
力
強
く

感
じ
ま
し
た
」
と
講
評
。
 

川
村
団
長
は
「
地
域
住

民
か
ら
愛
さ
れ
信
頼
さ

れ
る
消
防
団
を
目
指
そ

う
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
消
防
団
（
川
村
肇
団
長
）
は

一

月
五
日
、
つ
が
る
克
雪
ド
ー
ム
で
出
初
め
式
を
行

い
、
二
十
分
団
か
ら
参
加
し
た
約
八
百
二
十
人の
団

員
は
堂
々
の
分
列
行
進
な
ど
を
行
い
、
地
域
を
火
災

や
災
害
か
ら
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
 

続
く
式
典
の
表
彰
式
で
は
市
長
感
謝
状
の
ほ
か
、
 

消
防
団
長
表
彰
が
優
秀
団
体
と
優
良
消
防
団
員
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。
平
山
市
長
は
「
規
律
正
し
い
行
動
、
 

《
五
所川
原
市
長
感
謝
状
》
 

元
五
所
川
原
市
消
防
団
団
長
前

田
清
勝

元
五
所
川
原
市
消
防
団
 

五
所
川
原
地
区
 
分
団
長
 
山
口

英
治

五
所
川
原
地
区
 
分
団
長
 
神
 
義
市
 

金
木
地
区
 
分
団
長
 
伊
丸

岡
秀
昭
 

金
木
地
区
 
分
団
長
 
徳
田
重
夫

五
所
川
原
地
区
 
副
分
団
長
 
外
崎
秀
春
 

金
木
地
区
 
副
分
団
長
 
鳴
海
保
幸
 

《消
防
団
長
表
彰
》
優
秀
分
団
部
表
彰

五
所
川
原
地
区
第
3
分
団
第
7
部

（
松
野
木）
 

五
所
川
原
地
区
第
5
分
団
第
4
部
（
一
野
坪）
 

五
所
川
原
地
区
第
6
分
団
第
1
部
（
川
山
）
 

五
所
川
原
地
区
第
1
0分
団
第
3
部

（
中泉
）
 

金
木
地
区
第
1
分
団
 
金
木
朝
日
町
地
区

金
木
地
区
第
6
分
団
 
喜
良
市
本
町
地
区

市
浦
地
区
第
3
分
団
 
十
三
仲
町
地
区
 

諏
に
楽
』
む
 

べ
J
 プ
』

J
 

一
一
 
zに
、
 化
」
 

十
二
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、
五

所
川
原
津
軽
凧
連
合
会
か
ら
一
戸
幸
雄
氏
、
外

崎
勝
博
氏
を
講
師
に
招
い
た
凧
づ
く
り
教
室
が

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
冬
休
み
の
子
ど
も

や
父
母
ら
が
墨描
き
、
彩
色
、
凧
絵
張
り
、
岩

木
川
河
川
敷
で
の
凧
揚
げ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
 

毎
年
参
加
し
て
い
る
藤
本
大
輔
さ
ん
（
五

小
3
年
）
は
「
自
分
の
凧
を
作
っ
て
三
月
の

凧
揚
げ
大
会
に
出
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と
話

し
、
 一
緒
に参
加
し
た
お
友
達
の
高
橋
拓
也
さ

ん

（
五小
3
年
）
は
「
下
絵
を
描
く
と
こ
ろ
が

一
番
おも
し
ろ
か
っ
た
。
け
っ
こ
う
上
手
に
で

き
た
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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国
十
冨
録
奉
納
 

蒔
田
・
金
比
羅
宮
 

蒔
田
地
区
で
は
十
二
月
二
十
八
日
、
 

徳
田
政
雄
さ
ん
は
じ
め
地
区
の
有
志
が

五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
願
い
金
比
羅

宮
鳥
居
に
三
十
三
俵
を
奉
納
し
ま
し
た
。
 

こ
の
行
事
は平
成
十
年
に
復
活
さ
れ
、
 

地
区
の
有
志
が
十
二
月
上
旬
か
ら
俵
を

編
み
始
め
、
伝
承
文
化
の
継
承
に
励
ん

で
い
ま
す
。徳
田
さ
ん
は
「
ま
だ
み
ん

な
若
い
の
で
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

蒔
田
村
は
、
元
は
川
口
村
と
称
し

て
い
た
が
、享
保
十
二
年
（
1
7
2
7
 

年
）
に
蒔
田
と
改

名
。
天
明
二
年
 

T
7
8
2

年
）
に
金
比
羅
さ
ん
か
ら

籍
を
い
た
だ
い
た
由
緒
あ
る
神
社
で
す
。
 

.
 

一
儀
武
多
 

ー
成
田
空
港
へ
出
陣
5
 

日
本
を
代
表
す
る
空
の
玄
関
ロ
、
成

田
空
港
に
、
今
年
度
新
作
の
立
侯
武
多

扉

」
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア

（
高さ
郵
メ
ー
 

ト
ル
）
が
十
二
月
二
十
五
日
か
ら展
示

さ
れ
、
国
内
外
の
観
光
客
の
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
 

成
田
空
港
第
二
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
到
着
コ
ン
コ

ー
ス
で
は
、
ミ
ニ
立
侯

武
多
の
ほ
か
に
も
記
念
撮
影
用
の
パ
ネ

ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
外
国
語
を
併
用

し
た
説
明
書
き
が展
示
さ
れ
、
ふ
る
さ

と
の
ま
つ
り
五
所
川
原
立
侵
武
多
を
P
 

R
し
て
い
ま
す
。
ミ
ニ
立
侵
武
多
を
中

心
と
し
た
展
示
は
、
二
月
二
十
八
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

一
月
四
日
、
新
年
名
刺
交
換
会
 

（
市

・
商
工
会
議
所
・
市
農
協
主
催
）
 

が
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
で
開

催
さ
れ
、
約
百
六
十
入
が新
年
を
祝
い

ま
し
た
。
 

国
歌
斉
唱
に
続
き
平
山
市
長
が
「
い

ざ
な
ぎ
景
気
を
超
え
る
好
景
気
と
言わ

れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
は
ま
だ
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
る
た
め
、
今
後
も
計
画

的
か
つ
効
率
的
な市
政
運
営
を
図
り
な

が
ら
、
官
民
協
働
の
推
進
に
努
め
均
衡

あ
る
五
所
川
原
市
の
発
展
を
目
指
し
ま

す
」
と
年
頭
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
 

津
島
雄
二
衆
議
院
議
員
が
「
美
し
い

国
を
目
指
す
政
策
に
よ
り
負
の
遺
産
も
 
 伴

う
が
地
方
と
の
格
差
を
是
正
し
な
が

ら
、
地
域
医
療
機
能
の
高
度
化
を
目
指

し
、
弘
前
大
学
の
充
実
を
図
り
、
い
い

五
所
川
原
を
創
る
」
と
祝
辞
。
山
崎
力

参
議
院
議
員
、
今
博
県
議
会
議
員
も
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

宵
藤
一
郎
市議
会
議
長
の
音
頭
で
乾

杯
が
行
わ
れ
祝
宴
に
入
り
、
新
年
の
名

刺
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

会
場
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
交
歓

が
行
わ
れ

後
は
、
川
村
恒
儀
五
所
川

原
商
工
会
議
所
会頭
の
万
歳
三
唱
で
気

持
ち
も
新
た
に
新年
の
門
出
を
祝
い
ま

し
た
。
 

鳳
が
こ
 

と
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

＠
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
原
子
歴
史
を
語
る
会
（
阿
部
昭
三
代

表
）
H

一
万
円
。
 

〇
五
所
川
原
第
一
中
学
校
P
T
A

・
〇
 

B
会
（
木
村
泰
幸
会
長
）
【
二
万
円
 

（
忘
年
会抽
選
会
の
益
金
）
。
 

〇
美
し
い
き
も
の
・
京
染
み
つ
わ
（
中

嶋
美
津
子
代
表
）
H
三
万
円
。
 

〇
イ
ズ
ミ
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
且

四
万
千
九
百
五
十
四
円

（
年
末チ
ャ
 
 

リ
テ
ィ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
益
金
）
。
 

〇
舞
の
海
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン

ぺ

（
増
田
教正
代
表
）
り
十
万
円
 

（チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ぺ
の

益
金
）
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ

ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
日
本
た
ば
こ
産
業
翻
盛
岡
支
店
（
大

森
均
支
店
長
）
【
寄
贈
（
た
ば
こ

百
三
十
箱
）
。
 

〇
さ
く
ら
保
育
園
（
大
津
公
至
園
長
）
 

H
訪
問
（
遊
戯
、
み
か
ん
二
箱
）
。
 

〇
翻
五
所
川
原
中
央
青
果
（
木
村
吉
幸

社
長
）
H
寄
贈
（
み
か
ん
二
箱
）
。
 

〇
五
所
川
原
保
育
園
（小
笠
原
亮
一
園

長
）n
訪
問
（
遊
戯
、ケ
ー
キ
五
十
個
）
。
 

＠
五
所
川
原
市
へ
 

〇
五
所
川
原
地
区
電
気
工
事
業
協
同
組

合
青
年
部
（
長
峰
一
仁
部
会
長
）
H
 

寄
贈
（
防
犯
灯
灯
具
十
五
基
）
。
 

今

年
も
ま

ろ
し

ぐ
 

新
年

名
刺
交
換
会
 

五所川原市役所 密35一 2111 



/ 
投票箱 

投票管理者 
投票記載所 

入場券が届かないのですが

投票できますか？ 

入場券が無くても選挙人名簿
に登載されていれば投票でき
ま to 登載の有無に関し疑問
な場合は、市選挙管理委員会
までお電話ください。 

A
 

f 
	

ccj周包cJ目(1=りは― 
l五所川『薦 - 勲-fiR 惣R148(8)1) 票日で三 

五所川原小学校の投票所は、体育館から食堂へ変更になりますので、おま

ちがいのないようにお願いします。 

選挙当日の投票の手順は簡単！ 

1．投票日に自分の属する投票所に行きます（午前 7時～午後 8時）。必要なものは「入場券」 

のみです。 

2．入場券を受付係にわたします。 

※入場券を忘れたり、紛失、届

かない時も、選挙人名簿に載っ 

ー 	ていれば投票できますので、受 

’ 	付係ノ＼ご相談＜ださい。 

3．名簿対照係で選挙人名簿に載っ 

ているか確認します。 
- 	1-4. f ニー,瓦需品品一金，in-, l' 	投票記載所 

4．交付係で投票用紙を受け取り、 

記載台へ向かいます。 

5．記載台で候補者 1人の氏名を記載します。 

6．投票用紙を投票箱に入れます。以上で終了です。 

投票についての疑問！ 
	 . 

． 目や手が不自由な方でも、投 
” 票所まで来ていただければ、 

申し出により職員が代筆する 
「代理投票」や「点字投票」 
ができます。 

示＝ ー＝、遊びに行く 
だけどあらかじめ投票って
できるの？ 

． 期日前投票ができます。次の 
“ 場合なども投票できます。 

●投票日当日、旅行、買物、 
レジャーなどで投票区の区域外
に滞在をすると見込まれるとき。 

●投票日当日、職務や業務（仕事、 
家事、学業、冠婚葬祭など）に
従事すると見込まれるとき。 

●投票日当日、出産、手術等によ
り、歩行困難であると見込まれ
るとき。 

	ノ 
	ノ 

期日前投票及び不在者投票とは？ 

投票日に、いろいろな事情によりどうしても投票にしュlナない人は、投票日前でも住所地で行

う期日前投票や滞在地の市区町村選挙管理委員会、入院中の病院などで事前に投票する不在者

投票ができます。 

五所川原市役所 容35一2111 
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期日前投票及び不在者投票の種類 

《期日前投票》 

投票できる方 

投票日当日、職務または業務（仕事、家事、学業、冠婚葬祭等）に従事すると見込ま
れるとき。投票日当日、上記以外の用事（旅行、買物、レジャーなど）で投票区の区
域外に滞在をすると見込まれるとき。投票日当日、出産、手術等により、歩行困難で
あると見込まれるとき。 

投票できる日時 告示日の翌日～投票日の前日までの間、午前8時30分から午後8時まで 

投票できる場所 
市中央公民館 3階会議室（五所川原地区の方） 
金木庁舎2階会議室（金木地区の方） 
市浦庁舎青森あすなろホ一ル市浦（市浦地区の方） 

持参するもの 
手元に届いていれば入場券（ただし無くても、選挙人名簿に載っていれば投票できます） 
※印鑑は必要ありません。 

その他お知らせ 
受付から投票までは混んでなければ約5分位で終わります。（ただし投票日が近いほ
ど混む場合がありますので、受付で多少お待ちいただくことがあります。） 

《病院等での不在者投票》 

投票できる方 
都道府県の選挙管理委員会が不在者投票施設に指定した病院、老人ホ一ムなどの施設
や法令で定められた施設に入院、入所中の方。 

投票できる日時 告示日の翌日～投票日の前日までの間、午前8時 30分から午後5時まで。 

投票できる場所 入院、入所している指定病院、指定老人ホーム等。 

必要な も の 投票用紙請求依頼書（病院等で準備しています） 

その他お知らせ 指定施設であるか等にっいては市選挙管理委員会までお問い合わせください。 

《郵便等による不在者投票》 

投票できる方 

身体に重度の障害があり一定の要件に該当する方や要介護者のうちー定の要件に該当
する方。郵便等による不在者投票はあらかじめ申請していただき、五所川原市選挙管
理委員会委員長が交付する郵便等投票証明書（期限7年）が必要であり、該当する障
害にも制限があるなど、手続きが定められています。また、郵便等による不在者投票
ができる方のうち、自ら投票の記載ができない方は、障害の程度により代理記載をす
ることができます。詳しくは市選挙管理委員会までお問い合わせください。 

投票できる日時 
告示の翌日から（郵送になりますのでお早めに投票してください）。ただし投票用紙
の請求期限は投票日の4日前まで。 

投票できる場所 自宅等、現在いる場所。 

必要 な も の 

〇郵便等投票証明書〇郵便等による不在者投票用紙等請求書 
（ただし、新規に申請する方や証明書の紛失、有効期限切れの方は次のものが必要です） 
〇身体障害者手帳〇郵便等投票証明書交付申請書〇両下肢等の障害の程度にっいての
県知事の証明書（必要な方のみ） 

その他お知らせ 

現在の郵便等投票の制度では、重度の障害により障害者手帳や介護保険の被保険者証
を持っており、更にー定の要件に該当しなければなりません。いろいろと制限のある
制度ですので、詳しくは、市選挙管理委員会までお問い合わせください。 

《他市町村での不在者投票》 

投票できる方 仕事、旅行などで投票日当日五所川原市で投票できない方 

投票できる日時 

告示の翌日から投票日前日までの間、午前8時 30分から午後8時まで（ただし滞在
先の市区町村選挙管理委員会が選挙期間中でない場合は勤務時間中となりますので注
意してください。勤務時間は各市区町村により異なります）。 

（※）投票用紙は投票した市区町村選挙管理委員会から五所川原市選挙管理委員会へ郵
送で送られるので、日数的に余裕をもってお早めに投票を行うようにしてください。 

投票できる場所 滞在先の市区町村選挙管理委員会 

必要な も の 
「不在者投票宣誓書兼請求書」に必要事項を記入の上、五所川原市選挙管理委員会に
直接又は郵便にて請求して下さい。「不在者投票宣誓書兼請求書」は滞在先の市区町
村選挙管理委員会でももらう事ができますので、あらかじめご相談ください。 

＜お問合せ先＞ 五所川原市選挙管理委員会事務局 35-2 111 内線492---493 

7 平成19年 1月15日 
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つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合

（
五
所川

原
市
、
つ
が
る
市
、
鯵
ケ
沢
町
、
深
浦

町
、
鶴
田
町
、
中
泊
町
で
構
成
）
で
は
、
 

新
た
な
地
域
医
療
体
制
の
構
築
を
目
指

し
、
自
治
体
病
院
機
能
再
編
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
 

こ
の
た
び
中
核
病
院
の
建
設
用
地
が

決
定
し
、
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。
自
治
体
病
院
機
能
再
編
成
の

こ
れ
か
ら
の
進
め
方
を
中
心
に
ご
説
明

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

医
師
不
足
と
経
営
悪
化
を
背
景
に
、
 

自
治
体
病
院
の
あ
り
方
を
巡
る
議
論
が
 

全
国
的
に
高
ま
り
、
青
森
県
で
も
医
療
 

圏
ご
と
に
医
療
提
供
体
制
の
見
直
し
を

図
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
 

。
 そ

の
中
で
、
西
北
五
圏
域
は

も
早

く
平
成
1
2年
度
か
ら
具
体
的
な
検
討
を

始
め
、
平
成
1
4年
1
2月
に
は
県
が
主
導

し
て
機
能
再
編
成
計
画
が
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。
平
成
1
8年
2
月
に
は
、
県
主

導
の
計
画
を
一
部
見
直
し
た
「
自
治
体

病
院
機
能
再
編
成
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
 

が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

〈
ポイ
ン
ト
〉
 

ま
ず
、
当
圏
域
の
自
治
体
病
院
機
能

再
編
成
は
何
の
た
め
に
行
う
の
か
、
何

を
目
指
す
取
り
組
み
な
の
か
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。
 

①
医
療
機
能
の
高
度
化
に
よ
り
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
 

現
在
、
五
所
川
原
市
立
西
北
中
央
病

院
が
圏
域
の
高
度
医
療
を
担
っ
て
い
ま

す
が
、
医
師
不
足
や
施
設
の
老
朽
化
な

ど
、
思
う
よ
う
な
医
療
機
能
の
高
度
化

が
図
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
圏
域
の
医
療

提
供
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る
た
め
に
新

た
に
中
核
病
院
の
整
備
が
必
要
で
す
。
 

②
医
師
不
足
は
圏
域
共
通
の
課
題
で
す
 

医
師
不
足
は
西
北
中
央
病
院
だ
け
で

な
く
、
全
て
の
自
治
体
病
院
に
共
通
の

課
題
で
す
。
現
在
の
よ
う
に
、
少
数
の

医
師
が
同
じ
よ
う
な
規
模
や
機
能
の
病

院
に
分
散
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
状
況

は
、
医
師
に
と
っ
て
は
診
療
へ
の
不
安
、
 
 多

忙
、
ひ
い
て
は
勤
務
条
件
へ
の
不
満

な
ど
を
招
き
か
ね
ず
、
結
果
的
に
病
院

勤
務
か
ら
の
離
職
を
促
し
、
ひ
い
て
は

地
域
医
療
の
崩
壊
に
つ
な
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
 

③
医
師
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
 

地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
、
 

ま
ず
医
師
が
働
き
甲
斐
を
も
っ
て
活
躍

し
て
も
ら
え
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
中
核
病
院

を
早
期
に
整
備
し
サ
テ
ラ
イ
ト
医
療
機

関
と
の
し
っ
か
り
し
た
連
携
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
こ
と
が
大
事
と
考
え
、
そ

の
手
段
と
し
て
自
治
体
病
院
機
能
再
編

成
を
進
め
て
い
る
の
で
す
。
 

④
持
続
可
能
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

体
制
を
構
築
し
ま
す
 

病
院
経
営
の
面
で
み
る
と
、
各
病
院

と
も
少
な
い
医
師
で
赤
字
経
営
を
続
け

て
い
ま
す
。
各
市
町
と
も
厳
し
い
財
政

状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
般
会
計
か
ら

お
金
を
出
し
て
支
え
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
以
上
今
の
体
制
で
個
々
の
自
治
体
病

院
を
運
営
し
て
い
く
の
は
き
わ
め
て
厳

し
い
状
況
で
す
。
 



プ
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2
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板柳方面から 青森市から 

津
軽
自
動
車
道
（
建
設中
）
 

中泊町から 

「青森テクノポリスハイテク工業

団地漆川」内の 1 区画（住所】五

所川原市大字金山字亀甲 120-1 
他）、面積 7.8 ノ＼クタール 

つがる市（柏）から 

西バイパス（建設中） 

〈決定した建設地〉 

自
治
体
病
院
機
能
再
編
成
は
、
個
々

ば
ら
ば
ら
に
経
営
し
て
い
る
自
治
体
病

院
を
、
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
に
よ

る
一
体
運
営体
制
の
も
と
で
経
営
し
、
 

医
療
機
能
の
分
担
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
圏
域
全
体
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
体
制
を
構
築
す
る
取
り
組

み
で
す
。
 

⑤
各
医
療
機
関
の
適
切
な
役
割
分
担
が

求
め
ら
れ
ま
す
 

そ
の
際
、
高
度
救
急
医
療
を
含
む
急

性
期
医
療
は
主
に
中
核
病
院
が
担
い
、
 

急
性
期
後
の
回
復
期
や
慢
性
期
の
医
療

は
、
周
辺
の
サ
テ
ラ
イ
ト
医
療
機
関
が

担
う
よ
う
な
体
制
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

〇
中
核
病
院
の
医
療
機
能
と
規
模
 

①
医
療
機
能
に
つ
い
て
 

m
圏
域
の
高
度
救
急
と
急
性
期
医
療
 

を
担
う
中
核
病
院
を
目
指
す
。
 

②
診
療
科
 

内
科

（
基本
的
に
臓
器
別
）
、
外
 
 

科

（
基
本
的に
臓
器
別
）
、
心
臓

血
管
外
科
あ
る
い
は
循
環
器
科
、
 

小
児
科
、
精
神
科
、
整
形
外
科
、
 

脳
神
経
外
科
、産
婦
人
科
、
眼
科
、
 

耳
鼻
咽
喉
科
、皮
膚
科
、
泌
尿
器

科
、
放
射
線
科
、
麻
酔
科
等
 

②
規
模
に
つ
い
て
 

田
4
9
2
床
で
計
画
（
一
般
4
3
8
 

床

（
救
急1
0床
含
む
）
、精
神
5
0床
、
 

感
染
症
4
床
）
 

②
外

来
患
者
は

1
日
当
た
り
 

1
1
0
0人
程
度
を
想
定
。
 

③
職
員
の
配
置
見
込
み
 

5
4
0
名
（
う
ち
医
師
5
5名

ー
 

充
足
率
1
0
0
%
)
 

④
建
設
費
の
概
算
額
 

田
事
業
費
総
額
 
約
1
9
9
億
円
と

試
算
（
用
地
費
を
含
ま
ず
）
 

内
訳
 
建
設
関
係
約
1
5
6
億
円
 

（
設
計
、本
体
建
設
工
事
、
外
構
、
 

造
成
、
医
師
住
宅
）
 

設
備
関
係
等
約
4
3億
円

（
医療
機

器
、
情
報
シ
ス
テ
ム
等
）
 

②
企
業
債
償
還
費

（
全額
を
企
業
債

で
ま
か
な
っ
た
場
合
の
単
年
度
償

還
額
）
 

償
還
の
ピ

ー
ク
は
開
院
5
年
目
で
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約
1
6億
円
、
そ
れ
以
降
は
平
年
ベ
 

ー
ス
で
約
8
億
4
千
万
円
と
試
算

し
て
い
ま
す
。
（用
地
費
を
1
0億

円
と
仮
定
し
た
試
算
）
 

〇
サ
テ
ラ
イ
ト
医
療
機
関
に
つ
い
て
 

中
核
病
院
と
連
携
し
て
、
急
性
期
治

療
後
の
地
域
医
療
を
担
っ
て
い
く
こ
と

な
ど
基
本
的
な
役
割
を
総
括
的
に
整
理

し
て
お
り
、
具
体
的
な
規
模
や
機
能
に

つ
い
て
は
今
後
段
階
的
に
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

,
  中

核
病
院
の
建
設
用
地
の
選
定
 

中
核
病
院
の
建
設
用
地
の
選
定
は
大

き
な
課
題
で
し
た
が
、
選
定
に
当
た
り

広
く
意
見
を
求
め
る
た
め
に
平
成
1
8年
 

3
月
3
0日
に
、
2
市
4
町
の
助
役
を
は

じ
め
、
自
治
体
病
院
関
係
者
、
弘
前
大

学
医
学
部
、
地
元
医
師
会
、
住
民
代
表

等
の
参
加
に
よ
り
、
中
核
病
院
建
設
用

地
選
定
委
員
会

〔
委員
長
【
五
所
川
原

市
雨
森
助
役
（
当
時
）
〕
を
発足
し
ま

し
た
。
 

同
委
員
会
で
は
現
地
調
査
も
含
め
 

4
回
の
会
議
で
検
討
を
重
ね
平
成
1
8年
 
 

7
月
2
4日
、
五
所
川
原
市
2
カ
所
、
つ

が
る
市
1
カ
所
の
計
3
カ
所
を
候
補
地

と
す
る
検
討
結
果
を
つ
が
る
西
北
五
広

域
連
合
長
（
五
所
川
原
市
長
 
平
山
誠

敏
）
に
答
申
し
ま
し
た
。
 

こ
の
答
申
を
受
け
、
2
市
4
町
首
長

に
よ
る
正
副
広
域
連
合
長
会
議
を
8
月

以
降
3
回
開
催
し
、
去
る
1
1月
2
日
の

会
議
に
お
い
て
建
設
用
地
が
決
定
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
 

ふ

か
ら
の
進
め
方
 

①
中
核
病
院
の
負
担
割
合
 

中
核
病
院
の
建
設
や
運
営
に
つ
い

て
、
2
市
4
町
で
ど
の
よ
う
に
負
担
し

あ
う
の
か
を
決
め
て
い
く
時
期
に
な
っ

て
お
り
、
現
在

終
的
な
調
整
に
入
っ

て
い
ま
す
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
圏
域
住
民
み
ん

な
の
た
め
の
病
院
と
な
る
こ
と
が
前
提

で
、
負
担
金
の
多
い
、
少
な
い
は
あ
り

ま
す
が
2
市
4
町
が
一
体
と
な
っ
て
支

え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
 

②
中
核
病
院
の
設
計
業
者
の
選
定
 

建
設
用
地
の
決
定
を
受
け
、
設
計
プ
 

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
、
1
8年
度
内
に
基

本
設
計
を
委
託
す
る
業
者
の
選
定
手
続

き
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

中
核
病
院
は
、
平
成
1
9年
度
と
2
0年

度
に
設
計
、
2
1年
度
か
ら
2
3年
度
ま
で

を
建
設
期
間
と
し
、
2
3年
度
中
の
開
院

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
と
は
、
設
計
業
者
の

選
定
に
当
た
り
、
競
争
入
札
の
よ
ーつ
に

単
に
設
計
料
の
金
額
に
よ
る
の
で
は
な

＜
、
設
計
者
の
技
術
力
、
取
り
組
み
の

体
制
、
創
造
力
、
経
験
な
ど
を
厳
格
な

審
査
の
も
と
で
総
合
的
に
判
断
す
る
選

定
方
式
で
す
。
 

③
サ
テ
ラ
イ
ト
医
療
機
関
の
検
討
 

サ
テ
ラ
イ
ト
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
 

中
核
病
院
の
開
院
に
合
わ
せ
て
機
能
転

換
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
の
検
討
経
緯
や
今
回
決
定

し
た
中
核
病
院
の
建
設
場
所
を
踏
ま
え
、
 

具
体
的
な
医
療
機
能
と
規
模
に
つ
い
て
、
 

地
域
の
医
療
需
要
、
医
師
確
保
の
見
通

し
、
医
療
制
度
の
動
向
な
ど
を
勘
案
し
、
 

中
核
病
院
の
整
備
と
並
行
し
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

後
に
 

新
た
に
整
備
す
る
中
核
病
院
は
圏
域

の
住
民
の
皆
様
の
命
と
健
康
を
守
る
大

事
な
共
有
財
産
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
事

業
の
推
進
に
当
た
り
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
合
せ
先
 

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
分
室
 

皿
・
隠
 0
1
7
3
(6
8
)
0
31
8
 

〒
0
3
7
1
0
0
5
3
 

五
所
川
原
市
字
布
屋
町
4
1
 

五
所
川
原
市
立
高等
看
護
学
院
内
3
階
 

「
自
治
体

病
院

機
能
再

編
成
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

」
 
は
つ
が

る
西

北
五
広
域
連
合

の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
 

(
ht
tpミ
ミ
ミ
国

・a
o
iーョ
o
r
i

・n
e
t
、
ー
 

ts
ug
a
r
u、
）
 



水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
 

安
心
・
便
利
な
 

ロ
座
振
替
で

ー
 

五
所
川
原
市
水
道
事
業
所
 

総
務
課
 
皿
（
3
4)
9
1
1
1
 

能
力
開
発
セ
I
IIナ
ー
 

受
講
生
募
集
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

学
務
援
助
課
 
凪
（
3
7)
32
0
1
 

（仮
称
）
五
所
川
原
市
 

金
木
保
育
所
の
開
所
 

に
つ
い
て
の
説
明
会
 

家
庭
福
祉
課
内
線
2
4
7・2
4
8
 

法
人
県
民
税
・
法人
事
業
税

が
電
子
申
告
で
き
ま
す
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
課
税
課

皿
（
3
4)
2
1
1
1
内
線
2
0
8
 

1

月
 下 
旬
 

お
知
ら
せ
 

あ
な
た
の
指
定
口
座
か
ら
自
動
的
に

振
り
替
え
ら
れ
、、
納
め
忘
れ
がな
く
大

変
便
利
な
制
度
で
す
。
ま
だ
加
入
さ
れ

て
い
な
い
方
、早
速
口
座
振
替
に
加
入

さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。
 

口
座
振
替
に
す
る
と
 

こ
ん
な
に
便
利
で
す
 

●

つ
い
う
っ
か
り
と
い
う
よ
う
な
納
め

忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

●

納
期
の
度
に
わ
ざわ
ざ
金
融
機
関
な

ど
へ
納
め
に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。
 

●

預
金
通
帳
に
納
期
ご
と
の
支
払
い
が

記
入
さ
れ
ま
す
の
で
、
家
計
簿
代
わ

り
に
も
な
り
大
変
便
利
で
す
。
 

◇
申
し
込
み
の
方
法
 

●

預
金
通
帳
及
び
通
帳
印
を
お
持
ち
の

う
え
、
申
込
用
紙
（
ロ
座
振
替
依
頼

書
）
が
あ
る
市
内
の
金
融
機
関
及
び

郵
便
局
、
ま
た
は
水
道
事
業
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●

郵
送
に
よ
る
申
込
も
で
き
ま
す
の
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
ロ
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機関
等

青
森
銀
行
、
あ
お
も
り
信
用
金
庫
、
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
業
協
同
組
合
、
 

み
ち
の
く
銀
行
、
東
奥
信
用
金
庫
、
 

津
軽
北
部
農
業
協
同
組
合
、
郵
便
局
、
 

青
森
県
信
用
組
合
 

※
右
記
の
金
融
機
関
等
の
国
内
の
本

店
・
支
店
及
び
全
国
の
郵
便
局
の
口

座
か
ら
振
替
で
き
ま
す
。
 

⑨
気
象
情
報
と
そ
の
活
用
 

気
象
予
報
の
現
状
を
学
び
、
天
気
図

な
ど
の
気
象
デ
ー
タ
の
見
方
と
イ
ン
タ
 

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
気
象
情
報
の
活
 

2
月
1
4日
、
2
1日
、
2
8日
 

用
法
を
習
得
し
ま
す
。
 

●

水
曜
日

（6
日
間
）
 

2
月
1
4日
、
2
1日
、
 

1
8時
5
2
1時
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練セ
ン
タ

ー
 

◇
対
象
 
気
象
情
報
を
必
要
とす
る
職

務
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
、
気
象
に

興
味
の
あ
る
方
。
 

◇
受
講
料
 
5
5
0
0
円
（
振
込
み
）
 

◇
申
込
締
切
 
2
月
1
日
困
 

※
実
施
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
中
止

と
な
り
ま
す
。
 

平
成
1
9年
度
よ
り
金
木
町
内
4
カ

所
の
保
育
所
が
統
合
し
、
 （
仮
称）
五

所
川
原
市
金
木
保
育
所
と
な
る
た
め
、
 

開
所
に
係
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

新
し
い
保
育
所
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る

皆
さ
ま
の
ご
出
席
を
お
願
い
しま
す
。
 

●

1
月
3
1日
困
 
1
8時
3
0分
 

金
木
公
民
館
（
和
室
大
広
間
）
 

◇
内
容
 
保
育
時
間
、送
迎
バ
ス
等
 

青
森
県
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

法
人
県
民
税
・
法
人事
業
税
の
申
告
が

で
き
る
電
子
申
告サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
電
子
申
告
を
利
用
す
る
と
、
 

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
 

①
オ
フ
ィ
ス
や
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

申
告
で
き
る
の
で
、
窓
口
に
出
向
く

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

②
複
数
の
地
方
公
共
団
体
（
の
申
告
が

ま
と
め
て
一
度
に
でき
ま
す
。
 

※
詳
細
は
e
L
T
A
X
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

プ
「（で
【
ミミ
ミ
ミ
・
の
一
ta
x・jp
、
 

3
月
7
日
、
1
4日
、
2
8日
 

’目I（水）は 

介護保険料第7期の 

1月 

国＝＝ 健康保険税第
の納期限です。 

忘れずに 
納めましよう。 

納期限です。 

忘れずに 
納めましょう。 

介護福祉課内線271 '-276 収納課内線431 -'439 

り易窟βIl 火災 

五所川原市役所 費35-21 11 平成19年 1月15日 1
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一
 

一
 

五所川原市管内12月の火災、救急、出動件数（単位件） 

区 分 
火 災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成18年 4 40 162 2,031 12 84 
平成17年 2 37 193 1,949 10 58 
比 	較 2 3 △3 1 82 2 26 
平成18年度統一標語 

“消さないで  あなたの心の注意の火” 

問合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部 B35-2019（内）25番 

●
 

 

（源
泉
徴
収
票
が
 

送
付
さ
れ
ま
す
 

国
保
年
金
課
 

内
線
2
1
l
s
2

1
3
 

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済組
合

な
ど
の
老
齢
年
金や
退
職
に
よ
っ
て
受

け
る
年
金
は
、
所
得
税
法
で
雑
所
得
と

さ
れ
て
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
国
民
年
金
、
厚
生
年
金

に
関
す
る
源
泉
徴
収
票
は1
月
末
日
頃

ま
で
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す

（
障害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
へ
は
非
課
税
の
た
め
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
）
。
 

源
泉
徴
収
票
は
、
確
定
申
告
を
す
る

際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

複
数
の
年
金
を
受
け
て
い
た
り
年
金

以
外
の
所
得
の
あ
る
方
は
、
確
定
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も

医
療
費
等
の
控
除
を
受
け
る
方
は
こ
の

源
泉
徴
収
票
を
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
弘
前
社
会
保
険
事
務
所

皿
0
1
7
2
(2
7)
1
3
0
9
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
6
 

な
お
、
源
泉
徴
収
票
の
再
発
行
に
関

し
て
は
 

『ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
 

皿
0
5
7
0
(
0
7)
1
1
6
5
』
 

へ
も
お間
い
合
わ
せ
で
き
ま
す
。
 



 

臥醜子ご書の発一を受フている方へ 

 

・公的個人認証サービスが平成16年 1月29日に開始されてから3年になろうとしています。 

あなたの電子証明書の有効期間は大丈夫ですか。 【有効期間は発行から3年です】 

あなたの有効期間は、電子証明書発行の際お渡しした「電子証明書の写し」に記載されています。 

電子証明書の期間が満了しますと失効します。 

失効した場合には、国税の電子申告などの電子申請・届出に使用することができな＜なります。 

失効前の更新手続きをおすすめいたします。 

公的個人認証サービスの電子証明書更新手続きに必要なもの 

1．電子証明書が格納された住基カード 	 ， 

（更新する方のもの） 

2．顔写真付の公的身分証明書（運転免許証・パスポート） 

3．手数料500円 J y入T-rvv、ノI 」 	 ーー一 生●月日 

付きの公的身分証明書は必要ありません。 	喜二逼嶋先 市民課 電話ax）ームど山ーIlm 

お問合せ先 市民課窓口係 内線203・205 

ー二一ー 住民基本合被ブ●＝下 

※ 顔写真付きの住基カードをお持ちの方は 2．顔写真舞 に 言 

口ニコ △△市 

、  l ノ【mm〕月ムム日まで有効 

”月日 昭和●申年申傘月申＊日 性馴女 

に言芸瀦品2丁目2喬1号 

第48回金木スキー大会兼 
第6回北奥羽学童ジャンプ大会 

教育委員会スポーツ健康課 皿53-2 111 内線313 

●2月11日（日） 開会式 8時30分～ 嘉瀬スキー場 

◇種目 ①クロスカントリー 

②アルペン 

③ジャンプ 

④リレー競技 

※ジャンプ競技には県内全域、秋田県、岩手県からも 

参加があります。 

◇申込締切 1月26日囲 

◇参加資格 市内の小学生（参加無料） 

環境対策課 内線233・234 	, 
五所川原地区消防本部 TEL 35-2019（本部）二 

金木消防署 TEL 53-2322 
市浦消防署 TEL 62-2119 

冬になり油類を取扱う機会が増え、一般家庭や事業

所のホームタンクから灯油などが漏れ、河川などに流

出する事故が多く発生しています。 

その多くは給油や移し替えの途中のちょっと目を離

した時、またはパイプの破損など、不注意や普段の点

検管理不十分が原因です。 

油の流出は環境を汚染するだけでなく、その処理に

多額の費用を要し、その経費は当事者等の全額負担と

なりますので普段からホームタンクの点検など十分な

注意をお願いします。 

また、油漏れなどを発見した場合には、市役所環境

対策課または五所川原地区消防本部及び管内各消防署

までご連絡ください。通報が早ければ早いほど被害と

処理経費は少なくなります。 

教育委員会指導課 TEL53-21 11 内線311 

五所川原市の図工美術教育の充実向上を目的とした

市内小・中学校美術展を開催します。小・中学校25 

校の児童生徒の絵画や版画、デザイン画、立体作品、 

壁新聞など素敵な作品が展示されます。 

●1月27日田-29日旧）入場無料 

10-17時（ 終日は16時まで） 

エルムの街.s C エルムホール 

小型船舶操縦者法無料説明会 
マリンライセンス教育センター（山形県酒田市） 

TEL0234-35- 1730 

運航の安全を推進するため、小型船舶操縦者法の遵 

守事項違反に対する行政処分の基準や罰則規定などに 

ついて知識を深めていただく説明会（無料）です。 

◇1月28日（日） 13時～14時30分 中央公民館 

◇内容（説明概要） 参加無料 

①操縦者法に基づく遵守事項違反（点数と行政処 

分）について 

②操縦者法に基づく試験問題（学科・実技）解説と 

合格基準について 

③旧4級・5級免許取得者プロモーションシステム 

による実技免除の1級資格取得について 

④ 15歳9カ月から受けられる免許資格について 

※海に学ぶタロウ塾よる受講料の支援について 

（対象年齢15歳9カ月～20歳未満の男女） 

※ 60歳代（ボート免許学科講師）無料養成講座に 

つしュて 

◇申込方法 1月26日囲までに電話で申込み。 

五所川原市役所 B35一2111 	平成19年I月15日 12 



入場無料 ただし整理券が必要です ~ 

《応募方法》往復はがき（一枚で5名まで応募で

きます）に住所、氏名、年齢、電話番号及び同行

者全員（ 4名まで）をご記入のうえ、〒035-8511 
むつ市大湊町4-1 海上自衛隊大湊地方総監部

広報係まで。希望者多数の場合は抽選になります。 

また、未就学児童の入場は、ご遠慮ください。 

応募締切 1月31日困 当日消印有効 

海上自衛隊大湊地方隊では、地域の皆様を対象 

として、大湊音楽隊による定期演奏会を開催します。 

日時：2月17日田 17時～19時 

会場：オルテンシア 大ホール 

内容：カーテンアップ／A．リード 

オペレッタ「メリー・ウィドウ」より 

ヴィリアの歌／F．レハール 

アルメニアン ダンス パートIT/A，リード 

交響詩「禿山の一夜」M. P．ムソルグスキー 

白いつぐみ／E．ダマール 

交響詩「モンタニャールの詩」/J．ヴァン 

＝デル＝＝ロースト 

※都合により曲目を変更する場合があります。 

第29回定期演奏今 
海上自衛隊大湊音楽隊 

一方的に機関紙・雑誌が送られ 
購読料を請求されていませんか 

財暴力追放青森県民会議 TELO 17-723-6250 

近、全国的に暴力団、ェセ右翼、ェセ同和等反社

会的勢力から業界紙、図書等注文もしていないのに送

られ、代金の請求をされるケースが多くなっています。 

特定商取引に関する法律第59条では「商品が届いた

日から14日又は消費者がその商品の引き取りを業者に

請求した日から7日を経過するまでに業者が引取りに

来ない場合は、業者はその商品の返還を請求できな

い」と定められていますので、処分できることになり

ます。しかし、相手が相手ですから、今後の紛争防止

のために次のような対応方法があります。 

◆電話勧誘の段階できっばりと断る 

購入するのも断るのも自由です。買いたくなければ

きっぱりと「いりません」等と断ることです。理由を

言う必要はありません。 

◆受取拒否で返送する 

①開封していない場合、宛名の欄に「受取拒否」と付

筆で朱書して配達人へ返戻する。 

②家人不在時に配達された場合には、 「受取拒否」と

付筆で朱書して、郵送の場合はポスト投函か郵便局

へ、宅配の場合は同配達宅配業者へ返戻する。 

③開封した場合には、購読拒否の意思表示を明確にし

た上で書留郵便物で返送する。内容証明郵便物で通

知する方法もあります。 

⑨返送する場合の文例 

「私どもは情報誌〇00〇を注文した事実もなく、 

購読する意思もありませんので、送付された情報誌

を返送します。今後も購読する意志がないので送付

しないでください」 

県立自然ふれあいセソター 

次のとおり行事を開催します。申込方法、費用など

詳細はお問い合わせください。 

日曜観察会⑩ 
笹森耕ニ氏「野生動物の足跡を追跡しよう」…セン

ター周辺の足跡をカンジキやスノーシューで楽しく観

察します。参加無料。事前の申込み不要。 

雪下ろしボランティアツア- 2月10日田 
県民の森・楚珠山にある六角堂や四阿などの雪下ろ

しをしませんか。昼食には身体を温める特製の鍋を提

供。参加料はお茶代100円。対象は冬季登山が可能な

小学4年生以ト 申込締切2月8日困。 

小学校のスキー教室にも役立つ！ 

77 切 
五所川原市スキー協会事務局（さかもと接骨院内） 

TEL34-9635 FAX34-9645 
●1月21日（日）教室 9時～12時 

鯵ケ沢スキー場（受付は第 1高速リフト乗り場の休 

憩場小屋で行います） 

◇対象 小学生以上 

（初心者・中級クラスに分かれてレツスン） 

◇参加料 500円（傷害保険料を含む） 

※大人リフト料金は各自負担となりますが、小学生 

は第 3日曜日のスキーこどもの日により無料。 

◇申込方法 1月18日困までに、参加者氏名・学 

年・年齢・住所・電話番号を記入のうえ事務局へ 

FAX、または電話してください。 

《会員募集中》 スキーに興味のある人、上手くなり 

たい人、初心者も大歓迎！! 

から から 
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参歩ン0叫O 懇也ミ :D 

参加留魯飼 
農山漁村を訪れて、地域の自然、文化、交流 

を楽しむ旅「グリーン・ツーリズム」が注目さ 

れています。農村を訪れる人たちへ『大地のぬ 

くもり・人のぬくもり』 を伝える案内人になっ 

てみませんか。 

第1回：2月21日困 13時30分～ 

「農村体験を受入れて感じること」 

斎藤昌子氏（弘前市・創遊農園 き 

ゆうさんの畑） 

第2回：3月8日へ44日の間に 1泊2日で南 

部町へ体験宿泊（自己負担有り） 

第3回：3月20日因 13時30分～ 

「グリーン・ツーリズムとは何か」 

三浦謙一氏 

（有限会社ェリアサポート21) 

（グリーン・ツーリズムインストラ 

クター講師） 

◇対象 定員 市民の方ならどなたでも・20名 

◇会場 五所川原地域職業訓練センター 

（第2回は南部町となります） 

◇申込締切 2月5日旧） 

◇申込先 囲五所川原市観光協会 

皿・隙38-15巧 

別紙、申込用紙にて申し込みくださ 

い。 

〈主催〉()五所川原市観光協会 

健康学校 2月生募集中 

『 血 圧 改 善』 
TEL27-7373 FAX27-7272 

2月の健康教室（全4回）は血圧改善を目的として開催。 

正しく学んで、楽しく実践’ 

日時…2月7日困、14日困、19日旧）、 28日困 

11時30分～14時 

持ち物・・・水着、バスタオル、フエイスタオル（レンタルも 

あります） 

参加費・・・全4回で7,000円（入館料込み） 

お弁当のご予約もできます（別料金） 

申込締切… 1月31日困または定員20名 

※ 2 月20日閃～27日因の期間は、メンテナンスのため休館させていた 

だきます。ご了承ください。 

無料送迎バス運行中！! 

の無料送迎バスが五 喬 

I“『二で Iーノ’~’」’ー 
なりました。 

※バス利用は先着順。働く婦人の家口ビーに受付表がありますので、 

まず受付表にお名前をお書きください。 

※保健センターまで車でお越しになる際は、保健センター駐車場は使

わないようお願いいたします。 

※バスに関するお問合せ・ご意見は、し～うらんど海遊館までお願い

いたします。 

迎
え
便
 

毎週水曜・金曜は 	ーr 青ヒlII店 DfrI.一 .5 1, 	言 fr 
ー犬ユノ」、Hw 	-liム“廿ニ”か 	五所川原保健センター 	前 	ハ．。八 5,で 

1 一 	ニ一 ,LS' M〒出らA三1 	,m 	_1_kl/I II盆り讐＝二‘、 	m 	9:30 発 
し～うらんど海遊館 迎 	（働く婦人の家） 	コ’JU プ七 

五所川原保健センター 前 

（働く婦人の家） 
9:30 発 

所川原元図へ運行‘。
1丈 	し～うらんど海遊館 	lloo着 し～うらんど海遊館 11:00 着 

送
り
便
 

冬こそ、タラソで健 	,一ニ戸 ,し唱言嚇含官 	1』‘つn又文 

蘇篇蘇誌薪誉 	し～うらんと海遊館 	1430発 
しへJうらんど海遊館 14:30発 

田ナfキ・十＊す根i禾IIIー 	便 五所川原保健センター 前 	】c.nn羊 
用かま“すます1更利に 	1ヌこ」SF/I I Il盆り誉 7二ふ、 	m 	l6:00着 

五所川原保健センター 前 
（働く婦人の家） 

16:00 着 

.  
■回数／2月4に各サークル 1回のみ 

■場所／働く婦人の家・保健センター五所川原 

■対象／男女問いません 

■受講料／無料（ただし学習内容によっては材料費の

負担があります） 

■申し込み・問い合わせ／働く婦人の家 TEL35-8898 

サ一クル名 内容 日時 場所 準備物 材料費 

野ばら 童謡を歌う 5 日 J) 	!0:0O-12:00 ホ ー ル 

レクダソス華 レクリエーションダンス 5 H(fl) 	13: 00-15 : 00 軽運動室 ズ ッ 	ク 

礼扇会 日本舞踊 5 H() 	19 : 00-20 : 30 軽運動室 羽 	織 

燦燦会 小原流生け花のお稽古 19日() 	18 : 3O-2O : 30 第一講習室 花 	鉄 700 

よさこいソ一ラン飛翻（昼） よさこいソーランを踊る 13E1(*) 	13 : 30-'15 : 00 軽運動室 運 動 靴 

よさこいソ一ラン飛翻（夜） よさこいソーランを踊る 13H(*) 	19: 00--20 : 30 軽運動室 運 動 靴 

松島書道 習字 7 H(*) 	18: 30--20 : 00 第一講習室 書道用具一式 

レクさわやか レクリエーションダンス 7H(*) 	19:00---20:30 軽運動室 ズ ッ 	ク 

ハーモ二ー夢 楽しく歌い脳の活性と心をいやす 28H(*) 	10 : 00--12: 00 ホ ー ル サークルで楽譜を準備します 

はなごよみ 四季折々の生花をアレンジ 15H() 	18 : 30---20 : 00 調 理 室 花 	鉄 1,500 

きめこちゃん 根付（えと） 16H囲 	10 : 00-12 : 00 託 児 室 鋳ボンド・手すき 530 

藤の会 おいしいお茶の入れ方 23H( 	13 : 30-15 :30 第三講習室 
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売れる商品開発セミナ’ 
参加者募集 

地場産品の消費拡大のため、消費者ニーズにあっ

た商品開発（食品）を目的として、専門家による商

品開発セミナーを開催します。 

商品開発を考えている方、開発商品のアドバイス

を求めている方は、ぜひ、ご参加ください。 

（開発した商品がある方はご持参ください） 

◇日時 2月15日困 10時～巧時（ 1時間昼休み） 

◇会場 五所川原商工会館2階会議室

◇定員 20名 参加無料

◇申込締切 2月1日困

◇申込先 

五所川原市雇用創出協議会 

TEL38-459 1 FAX38-4592 
G乏＞ 
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健麟進課加喧鵬也 
健 康 推 進 課 TEL 35 -2111 内線222・224 ・225 
保健センター金木 TEL 53 -2111 内線1 54・155 ・156 
保健センター市浦 TEL 27 -7733 

インフル正シザを矛防じよ引 
インフルエンザは毎年冬季間に流行を繰り返し、市

民の健康に対して大きな影響を与えているわが国 大

の感染症です。外から帰ったら手洗いやうがいをして

菌を外から持ち込まないようにしましょう。 

「介護者のつどい」参加者募集 
市では、自宅で介護している方を対象に、親睦を深

め、健康づくりの機会となるよう「介護者のつどい」 

を実施します。 

◇日時 2月21日困 9時～14時 ◇参加費 600円

◇会場 保健センター金木 

※保健センター五所川原に集合後、津軽鉄道で金木へ。 

帰りはバスで保健センター五所川原へ移動します。 

◇申込締切 2月1日困 

15 平成19年 1月15~ョ 
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I  
I蛋健センター金不 容53-2111 （囚線154' 155口56) 
I保健センター市浦 容27-7733 

（  健 康 相 談 ） 
血圧測定、病気の相談、健診結果、心の相談など保健師が相

談に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

地 区 開 催 場 所 開催月日 開催時間 

コミュニテイセンター中川 I月25日困 10 : 30-12 :00 
五所川原 

下岩崎公民館 2月 1日困 13: 30-14 :30 
金 木 保健センター金木 1月23日因 10:00 ~11 :00 

く母と子の相談日（工ソゼル教室）) 
お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽しさや悩

みを話してみませんか。各地区の開催日は、いずれのご利用も
可能ですので、お気軽においでください。 
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

日 	時 実施場所 内 	容 

2月7日困・21日困 

10 : 00-12 : 00 
13 : 00-15 : 00 

※21日午後は予約相談
※子育てサロン同時開催 

保健センター 

五所川原 
・各月齢での成長（身体

計測）・発達の確認、 

育児、遊び、栄養（離

乳食）の相談 

・子育て等に関する勉強
会、情報交換 

2月16日囲 

9 : 30-11 :30 
保健センター 

金木 

2月28日困 

10 : 00-12 : 00 
保健センター 

市浦 

（  乳 幼 児 健 診 ） 
◆内 容・・・小児科診察、歯科診察（ 1歳6 か月児・3歳児）、 

身体計測、発達相談、離乳食試食（4 か月児）等 
◆受付時間…保健センター五所川原 12 : 15-12 : 30 

保健センター金木 12 : 30-12 : 45 
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル等 

健診の種類 実施日 実施場所 対象児及び対象地区 

4 か月児健診 
2 月 6 日

因 

保健センター 
五所川原 

全地区 

平成18年 9月生まれ 

1歳6 か月児

健診 

2月27日
因 

保健センター 
五所川原 

五所川原地区 

平成17年 8 月生まれ 

2月8 日

困 

保健センター 

金木 

金木・市浦地区 

平成17年7-9月生まれ 

3 歳児健診 

2 月15日
困 

保健センター 

五所川原 

五所川原地区 

平成巧年10月生まれ 

2月22日
困 

保健センター 

金木 

金木・市浦地区 

平成15年9- 11月生まれ 

*3歳児健診については、事前にアンケート記入等があります
ので、個別に通知いたします。 

＜お願い＞健診に来られない場合や病院で健診を受けた場合、 
すでに健診を受診した場合等は、ご連絡くだされば、相談に
応じます。五所川原地区での実施については、駐車場が混雑
しますので、市役所駐車場をご利用ください。 

月 	日 曜目 医療機関名 住
 
所
 

電 話 

1月21日 日 冨田胃腸科内科医院 みどり町4-128 34-3211 
1月28日 日 てらだクリニック 稲実字米崎122- 17 33- 1200 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで 
2．その他、消防署（救急病院紹介電話34-4999）でも紹介 

します。  

五所川原希琵昌活改善推進員急 

～体力強化に効果的なメニユー 

鶏肉の力レrョIーグlし 

3S4Kcal 塩分1.8 g 

ト 	 塩サラダ油こしょう 

	200 g 	適宜 

鶏もも肉 

おろしたまねぎ・・ 

おろしにんにく 

おろししょうが‘・ 

オクラ 

	9 枚 

	“謙 パプリ力…大さじ1 ・1かけ分 

1/2 	賀下券誘らじ 2 

	

」：1！賀’、   大さじ 2 
1片分 A' ”『“二二 .．一 

■作り方 

・①鶏肉はそぎ切りにしてボウルに入れ、塩小さじ 1 
をしっかりまぶし、たまねぎ、にんにく、しよう

がをからめる。 

②ョーグルトとAを混ぜて①にからめ、ラップを表

面に貼りつかせておおい、室温に10分お＜。 

③ォクラは塩少々をまぶしつけ、洗って縦半分に切

る。 

④フライパンで油大さじ 1 を熱し、オクラを焼いて

取り出す。続いて鶏肉をつけ汁をぬぐい取って入

れて両面を焼き、つけ汁を加えて煮からめる。鶏

肉に火が通ったら塩、こしよう各少々で味をとと

のえる。 
⑤器に盛ってオクラを添え、煮汁をかける。 

＊オクラをいんげんに代えてもよく、しめじな

ど好みのきのこを加えてボリユームを出して

もよし。また、パプリカは色を鮮やかにする

ためで、な＜ても作れます。 

（献血のご案内（バス巡回）) 
期 日 時 	間 場 	所 

2月2日囲 

10 : 00-12 : 00 金木総合支所 

13 : 30-14 : 30 公立金木病院前 

15 : 00-16 : 00 金木自動車学校前 

2月9日囲 
9 : 30-lI :00 五所川原警察署 

13 : 00-15 : 30 東北電力五所川原営業所 

2月19日旧） 

（成分献血） 
9 : 30-14 : 30 保健センター五所川原 

※成分献血は人数に制限があります。ご協力いただける方は 2月 
13日までに健康推進課へご連ください。 

~ 

、、、な、 

1 人分 

■材料（4人分） 

プレーンョーグルト 

× 	ノ 

霧Jり古紙配合率100% 
	 五所川原市役所 B35 -2111 	平成19年 1月15日 16 


